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はじめに   
 

・ このたびは、スター自走マニアスプレッダをお求めいただきありがとうございました。 
 この取扱説明書は、正しい取り扱い方と日常の点検，整備について記載してあります。 

この取扱説明書およびエンジン取扱説明書をよくお読みになって、充分ご活用いただき、いつま 
でもご愛用ください。また、オプション装着の場合は各々の取扱説明書もごらんください。 
 

・ お読みになった後はいつでも取り出せるように保管し、わからないことがあったときにお読みくだ

さい。 
 

・ 自走マニアスプレッダを貸与または譲渡される場合には、取扱説明書も添付しておわたしください。 
 

・取扱説明書を紛失された場合は、お買上げの販売店にご注文ください。 
 

・下記のマークのついた項目は、安全上、特に重要な項目ですので、必らず守ってください。 
 

 

   
 

  

 

  
 

 

 

  
［取扱いの注意］  ――  操作上特に注意するべきことや、本機固有の事項ならびに、守らな 
                       いと本機の性能、寿命に影響をおよぼす事項を示します。 

 

 
・ なお、品質，性能向上のため、部品の変更を行う場合があります。その際、本書の内容と一部異 
  なる場合がありますのでご了承ください。 
 

 
・型式名について 

ビータアタッチメント形状により型式名の末尾が変わります。 

 

     ＪＭＳ１３２０Ｎ    ディスクビータ付き 

     ＪＭＳ１３１０Ｎ    縦型ビータ付き 

     ＪＭＳ１３００Ｎ    横型ビータ付き 

 

   ＪＭＳ１８２０Ｎ    ディスクビータ付き 

     ＪＭＳ１８１０Ｎ    縦型ビータ付き 

     ＪＭＳ１８００Ｎ    横型ビータ付き

―― この項目を守らなかった場合、死亡または重傷を負うことになるものを 
    示します。 

―― この項目を守らなかった場合、死亡または重傷を負う危険性がある 
    ものを示します。 

  ―― この項目を守らなかった場合、けがを負うおそれがあるものを示します。 

危険 

警告 

注意 
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■安全に作業するために                                     
 

ここに記載されている注意事項を守らないと死亡を含む傷害事故や、機械の破損を生じる 

おそれがあります。 
 

● 全般の注意事項 

 

 

 

 

 

 

 

警告 作業に適した服装をする 
   

  すべりやすいはきもの、だぶついた服装、腰てぬぐい等は禁止です。 

    ヘルメット、滑り止めのついた靴等、作業に適した服装をしてください。 
    

   ★守らないと 

  機械に巻き込まれたり、転倒してけがをするおそれがあります。 

 

警告 こんな時は運転しない 

   

  過労、病気、薬物の影響その他の理由により、作業に集中できないとき。 

  酒を飲んだとき。 

   妊娠しているとき。１８才未満のひと。 

 

   ★守らないと 

  思わぬ事故を引き起こすおそれがあります。 

 
 

 

警告 機械を貸す時は取扱いを説明する 
   

  取扱い方法をよく説明し、作業前に「取扱説明書」を必らず 

  読むように指導してください。 

 

    

    ★守らないと 

  死亡事故や重大な傷害、機械の破損をまねくおそれがあります。 

警告 マニアスプレッダに人を乗せない 
   

  荷台等に人を乗せないでください。 

 

    

    

   ★守らないと 

  転落事故等思わぬ事故を引き起こすおそれがあります。 
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警告 使用目的以外の作業に使用しない 
   

  土砂の散布や他車の牽引等、本製品の使用目的以外の作業に使用しないでください。 

   

   

 

   ★守らないと 

  事故、けが、機械の故障をまねくおそれがあります。 

警告 機械の改造禁止 
   

  指定以外のアタッチメントを取り付けないでください。 

  改造をしないでください。 

 

  

   ★守らないと 

  事故、けが、機械の故障をまねくおそれがあります。 

注意 日常点検､定期点検整備を行う 
   

  日常点検、定期点検を行ってください。 

 

   

 

   ★守らないと 

  整備不良による事故、けが、機械の故障をまねくおそれがあります。 

 

 

 

注意 公道走行禁止 
   

  道路運送車両の認定を受けていません。 

    公道の乗車走行はできません。 

   

 

   ★守らないと 

  道路交通法違反です、事故を引き起こすおそれがあります。 
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● 作業前の注意事項 

 

 

 

 

危険 燃料補給時は火気厳禁 

   

  燃料補給時はくわえタバコや裸火照明は 

  絶対にしないでください。 

 

 

      ★守らないと 

    燃料に引火し、火災をおこすおそれがあります。 

危険 給油、注油はエンジンがさめてから 

   

    エンジン回転中や、停止直後は 

  絶対に給油、注油しないでください。 

 

 

    ★守らないと 

  燃料等に引火し、火災をおこすおそれがあります。 

  

危険 燃料キャップをしめ、こぼれた燃料はふきとる 

   

    給油したときは燃料キャップを 

  確実にしめ、こぼした場合は 

  きれいにふきとってください。 

 

    ★守らないと 

  火災事故を引き起こすおそれがあります。 

   

危険 燃料もれに注意 
   

    燃料ホース等の破損があると 

  燃料もれをおこします。 

  必らず点検してください。 

 

    ★守らないと 

  火災事故を引き起こすおそれがあります。 

 

 

 

 

 

警告 換気の悪い場所でエンジンをかけない 

   

    排気ガスは有毒です。 

  換気の悪い車庫や屋内で 

   エンジンを始動しないでください。 

 

    ★守らないと 

  排気ガスによる中毒を起こし、死亡事故になるおそれがあります。   
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警告 エンジン始動は必らずシートにすわって行う 

   

   エンジンの始動は必らずシートにすわり、 

   周囲の安全を確認し、 

  いつでも運転操作ができる状態で行ってください。 

 

    ★守らないと 

  正常な運転ができずに傷害事故を引き起こすおそれがあります。 

 

 

警告 マフラー、エンジンまわりのゴミは取り除く 

   

    マフラーやエンジンまわりに 

   わらくず，ゴミが付着していないか 

   作業前に点検してください。 

 

   ★守らないと 

  火災事故を引き起こすおそれがあります。 

 

 

注意 作業前点検を行う 
   

  作業前に点検をしてください。 

    車体に異常がないか 

  燃料、エンジンオイル、冷却水は充分か 

    ビータ、フロアコンベアの動きに異常がないか。 

    ★守らないと 

  事故を引き起こしたり、機械を損傷するおそれがあります。 

 

警告 点検整備中はエンジン停止 

   

    点検，整備または清掃するときは 

  必ずエンジンを停止してください。 

 

 

    ★守らないと 

  傷害事故を引き起こすおそれがあります。    
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●作業時の注意事項 

 

 

 

 

危険 回転中のビータには近づかない 

   

    回転中のビータには絶対に近づかないでください。 

      

     

      

      ★守らないと 

  巻き込まれ、死亡事故を引き起こすおそれがあります。 

   

危険 堆肥散布範囲は立ち入り禁止 

   

    堆肥や、堆肥の中の石などが飛散するので、後方および 

    左右１０～１５ｍには人を立ち入らせないでください。 

 

    

      ★守らないと 

  人に当たって死亡や傷害事故を引き起こすおそれがあります。 

   

 

 

警告  高速で急旋回はしない 

   

    高速走行中は急旋回しないでください。 

 

 

 

    ★守らないと 

  転落や接触により傷害事故を引き起こすおそれがあります。 

警告 傾斜地や悪路は低速走行する 

   

    傾斜地や悪路ではエンジン回転を下げ、 

    低速で走行してください。 

    

      

      ★守らないと 

  傷害事故を引き起こすおそれがあります。 

 

 

 

警告 機械から離れる時はエンジン停止 

   

  機械から離れる時は必らず散布クラッチレバーを「切」 

にしたのちエンジンを停止してください。 

 

 

    ★守らないと 

  暴走事故等を引き起こすおそれがあります。  
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警告 傾斜地での駐停車は必らずエンジン停止 

   

    傾斜地で駐停車する時は必らずエンジンを停止し、 

    駐車ブレーキをかけ、歯止めをしてください。 

   

 

   ★守らないと 

  暴走事故等を引き起こすおそれがあります。  

警告 農道走行中は安全運転する 

   

  周囲に充分注意して 

  安全運転してください。 

 

 

    ★守らないと 

  事故を引き起こすおそれがあります。 
 

警告 取り外したカバー類は必らず取り付ける 

   

    点検整備等で取り外したカバー類は 

  必らず取り付けてから作業してください。 

   

    

   ★守らないと 

  機械に巻き込まれて傷害事故を引き起こすおそれがあります。  

注意 過積載はしない 

  

   最大積載質量内で作業してください。 

   

    

      ★守らないと 

  機械の破損により傷害事故を引き起こすおそれがあります。 
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●トラックによる運搬時の注意事項 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告  強度、長さ、幅の充分あるあゆみ板を使用する 

    積み込み、積降しをする時は、平坦で安全な 

  場所で、トラックのエンジンを止め、駐車 

  ブレーキをかけ、歯止めをしてください。 

  強度、長さ、幅の充分なあゆみ板を使用してください。 

 

    ★守らないと 

  転落等の事故を引き起こすおそれがあります。 

警告  登りは前進、下りは後進で行う 

   

  トラックへ積み込む時は前進 

  降ろす時は後進で行って下さい。 

 

 

    ★守らないと 

  バランスをくずし、転落等の事故を引き起こすおそれがあります。 
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● 作業後の注意事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告 エンジンの高温部にさわらない 

   

    運転中、停止直後のエンジン、マフラー、ラジエータは 

  高温ですのでさわらないでください。 

               

 

    ★守らないと 

  やけどをするおそれがあります。 

     

危険 バッテリー周辺は火気厳禁 
   
    バッテリーの点検、充電時は火気厳禁です。 
 

 

     

      ★守らないと 

  バッテリーに引火、爆発して、やけど等を引き起こすおそれがあります。  

危険 バッテリー液は体に付けない 

   

  バッテリー液は希硫酸で危険です。 

  皮膚や服に付けないでください。 

   

 

    ★守らないと 

  やけどをしたり、服が破れるおそれがあります。  
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■サービスについて                                 
 

アフターサービスについて 
 機械の調子が悪いときは４８ページの「故障と対策」に従って、点検してください。 
 なお不具合がある場合はお買上げの販売店にご連絡ください。 
     
        連絡していただきたい内容 
  ・型式 
  ・製造番号 
    ・購入年月日 
    ・オプションの有無 
    ・使用時間 
  ・使用状況 
  ・不具合が発生したときの状況を 
   できるだけ詳しく 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
補修部品の供給年限について 
 この製品の補修用部品の供給年限（期間）は、製造打ち切り後９年です。 

ただし供給年限内であっても、特殊部品については納期などをご相談させていただく場合 
もあります。 
補修用部品の供給は、原則的には上記の供給年限で終了しますが、供給年限経過後であっ 
ても、部品供給のご要請があった場合には、納期および価格についてご相談させていただ 
きます。 
 

 

■ 本製品の使用目的について 
 

本マニアスプレッダは、主として湿田、軟弱地、傾斜地、狭い圃場など牽引式のマニアス 
プレッダで作業できない場所での堆肥散布を目的とした、クローラ方式の自走マニアスプ 
レッダです。 
堆肥散布や運搬以外に使用しないでください。 
また、改造は行わないでください。 

 
 

覚  え 
 本  体 ビータアタッチメント 

型 式   
製 造 番 号   
購 入 年 月 日           年     月     日 

オ プ シ ョ ン 
 
 

 
 

  

荷台右側 ビータアタッチメント右側 

本体型式銘板 
（型式、製造番号） 

ビータアタッチメント 
型式銘板 
（型式、製造番号） 
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■仕様諸元                                         
 

型    式    名 ＪＭＳ１３２０Ｎ ＪＭＳ１３１０Ｎ ＪＭＳ１３００Ｎ 

 ビ ー タ ア タ ッ チ メ ン ト ディスクビータ 縦型ビータ 横型ビータ 

 最  大  積  載  質  量    ｋｇ １３００ 

 最  大  積  載  容  量    ｍ３ ２．１ 

機 体 寸 法   

全     長    ｍｍ ３７６０ ３５７０ ３５１５ 

全     幅   ｍｍ １５８０ １５２５ １５２５ 

全     高   ｍｍ １９３０ １９３０ １９３０ 

 地  上  高 
側板高さ    ｍｍ １２６５ 

床    面    ｍｍ ７１５ 

最  低  地  上  高        ｍｍ ２３０ 

荷 台 寸 法  長さ×幅×高さｍｍ １９８０  ×  １２８０～１４６０  ×  ５５０ 

車  両  質   量         ｋｇ １５６０ １５２０ １４８０ 

ク ロ ー ラ    接地長×幅 ｍｍ １４１５  ×  ３５０  （ゴムクローラ） 

輪          距            ｍｍ １１００ 

接    地    圧  ｋＰａ｛ｋｇｆ／ｃｍ２｝ １５～２８ {０．１６～０．２９} １５～２８ {０．１５～０．２８} １５～２８ {０．１５～０．２８} 

最 少 回 転 半 径           ｍ ２．３ ２．２ ２．２ 

散     布     幅            ｍ ３ ～ １０（可変） ８  ～  １０ ２  ～  ３ 

フロアコンベア速度   ｍ／分 １速：０．６２  ２速：１．２４  ３速：１．８６  ４速：２．４８ 

エ  ン  ジ  ン  型  式 いすゞ３ＣＢ１型４サイクル水冷３気筒ディーゼルエンジン 

総   排   気   量        ｃｍ３ １１１６ 

最   大   出   力    ｋｗ{ＰＳ} １６．２ {２２} 

走行速度 ｋｍ／時 
前 進 １速：３．０  ２速：５．７  ３速：１０．０ 

後 退 ２．２ 

最大安定傾斜角度（空車 左右）  度 ４０ 

登  坂  能  力  （積車）    度 ３０ 

 
型    式    名 ＪＭＳ１８２０Ｎ ＪＭＳ１８１０Ｎ ＪＭＳ１８００Ｎ 

 ビ ー タ ア タ ッ チ メ ン ト スーパービータ 縦型ビータ 横型ビータ 

 最  大  積  載  質  量    ｋｇ １８００ 

 最  大  積  載  容  量    ｍ３ ２．６ 

機 体 寸 法   

全     長    ｍｍ ４１６０ ３９７０ ３９１５ 

全     幅   ｍｍ １５８０ １５２５ １５２５ 

全     高   ｍｍ １９３０ １９３０ １９３０ 

 地  上  高 
側板高さ    ｍｍ １２６５ 

床    面    ｍｍ ７１５ 

最  低  地  上  高        ｍｍ ２３０ 

荷 台 寸 法  長さ×幅×高さｍｍ ２３８０  ×  １２８０～１４６０  ×  ５５０ 

車  両  質   量         ｋｇ １６００ １５６０ １５２０ 

ク ロ ー ラ    接地長×幅 ｍｍ １４１５  ×  ３５０  （ゴムクローラ） 

輪          距            ｍｍ １１００ 

接    地    圧  ｋＰａ｛ｋｇｆ／ｃｍ２｝ １６～３４ {０．１６～０．３４} １５～３３ {０．１６～０．３４} １５～３３ {０．１５～０．３４} 

最 少 回 転 半 径           ｍ ２．７ ２．６ ２．６ 

散     布     幅            ｍ ３ ～ １０（可変） ８  ～  １０ ２  ～  ３ 

フロアコンベア速度   ｍ／分 １速：０．６２  ２速：１．２４  ３速：１．８６  ４速：２．４８ 

エ  ン  ジ  ン  型  式 いすゞ３ＣＢ１型４サイクル水冷３気筒ディーゼルエンジン 

総   排   気   量        ｃｍ３ １１１６ 

最   大   出   力    ｋｗ{ＰＳ} １６．２ {２２} 

走行速度 ｋｍ／時 
前 進 １速：３．０  ２速：５．７  ３速：１０．０ 

後 退 ２．２ 

最大安定傾斜角度（空車 左右）  度 ４０ 

登  坂  能  力  （積車）    度 ２５ 



 

－１３－ 

ＪＭＳ１８００Ｎ／１８１０Ｎ／１８２０Ｎ用オプションアタッチ： 
           （ＪＭＳ１３００Ｎ／１３１０Ｎ／１３２０Ｎには装着できません） 
 
・キャビンアタッチ     ＡＪＣ１７１０Ｎ（工場オプション）ヒータ付き防寒キャビン 
・クレーンアタッチ     ＡＪＫ１７００Ｎ（工場オプション）最大吊り上げ質量 
                              ４８０ｋｇ 
                                                            フレコン入り堆肥用 
・パワーゲートアタッチ ＡＪＧ１８１０Ｎ（工場オプション）運搬時堆肥こぼれ防止用 
・微量散布キット        ＡＪＳ１７００Ｎ（工場オプション）成分濃厚散布物の 
                               少量散布用 
 

 

■付属部品                                        
 
標準付属部品として次のものが付属しています。 
 
  ・スパナ  ３０                     － － － － － －  ２ 

・グリースポンプ                  － － － － － －  １ 
・シャーピン（スペア、本機に格納、４０ページ参照）  － － － － － －  ３ 
・ＪＭＳ１３Ｎ／１８Ｎクラス取扱説明書（本書）      － － － － － －  １ 
・エンジン取扱説明書                                － － － － － －  １ 
・エンジンサービス手帳                              － － － － － －  １  

 
 
エンジンサービス手帳の手続きはすぐに行い、控えをなくさないように保管してください。 
手続きのしかたはエンジンサービス手帳をごらんください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

－１４－ 

■各部の名称                                      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右 

後 

左 フロアコンベア 

フロアコンベア 
ギアボックス 

運転席 荷   台 ディスクビータ 

リザーブタンク 

バッテリー 
燃料タンク 
 

散布ビータ 

散布幅制限ガイド 

鳥居 

燃料ゲージ 

フロアコンベアテンション 
スプリング 

エンジンカバー 

カバー 

ゲート 

破砕ビータ 

クローラ スプロケット 

アッパローラ トラックローラ 

クローラテンションスプリング 

アイドラローラ 

ＪＭＳ１８２０Ｎ（ディスクビータ仕様） ＪＭＳ１３２０Ｎは荷台の長さが異なります 

前 

変速レバー 

散布クラッチレバー 

シート 

クラッチペダル パネル 

アクセルレバー 

オペレータガード 

ウィンカ 

ヘッドライト 

バックミラー 

フロアコンベア速度 
調節レバー 

フロントエプロン 

工具箱 

ブレーキペダル 
（駐車ブレーキ） 

アクセルペダル 

操向レバー 

フォーク 



 

－１５－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＭＳ１８１０Ｎ（縦型ビータ仕様） ＪＭＳ１３１０Ｎは荷台の長さが異なります 

 

 

ＪＭＳ１８００Ｎ（横型ビータ仕様） ＪＭＳ１３００Ｎは荷台の長さが異なります 

 縦型ビータ 

 ビータ 

 ベベルギアボックス 

 横型ビータ 

 ビータ 

 ゲート 

 マニアパン 

 ゲート 



Win10_07
長方形

Win10_07
楕円







Win10_07
多角形

Win10_07
多角形









 

－２３－ 

 

 （２）エンジンオイル 

    エンジンオイルが適量か点検してください。 

    オイルレベルゲージにある上限、下限を示す 

    印の間にあれば適量です。 

    不足の場合は、指定エンジンオイルを補給してください。 

 

 （３）冷却水 

    水量が適量か点検してください。 

    リザーブタンクの２本の線の間にあれば適量です。 

 

 （４）バッテリー 

    バッテリー液の量とバッテリーコードの取付ボルトがゆるんでいないか点検して 

    ください。 

 

 （５）Ｖベルト、ファンベルト 

     走行、散布用のＶベルトおよびファンベルトがゆるんでいないか点検してください。 

 

 （６）クローラ 

    張りの程度、損傷がないか点検してください。 

    各ローラに異常がないか点検してください。 

 

 （７）各部のゆるみ、損傷、油もれ、燃料ホース 

     機械の周りを一巡して、異常がないか点検してください。 

 

  （８）エンジン排気の状況、異音、振動 

 

（９）操向レバーの作動 

 

（１０）ブレーキペダル、クラッチペダルの遊び、作動 

 

（１１）アクセルレバー、アクセルペダルの作動 

 

（１２）変速レバーの作動 

 

（１３）散布クラッチレバーの作動 

 

（１４）フロアコンベア速度調節レバーの作動 

 

 （１５）ヘッドライト・ホーンの作動、バックミラーの状態 

 

 

 

 

 

 

 

上限 

下限 



 

－２４－ 

３．エンジンの始動                                      
 

                 ・排気ガスは有害ですので、換気の悪い車庫や屋内でエンジンを始動し 

                  ないでください。 

           守らないと、排気ガスによる中毒をおこし、死亡事故になるおそれが 

           あります。 

           ・エンジン始動は必らずシートにすわり、周囲の安全を確認し、いつで 

           も運転操作ができる状態で行ってください。 

            守らないと、正常な運転ができずに傷害事故を引き起こすおそれが 

                   あります。 

 

 （１）駐車ブレーキをかけます。 

（２）散布クラッチレバーを「切」にし、変速レバーを「中立」にします。 

（３）アクセルレバーを「始動」位置にします。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）クラッチペダルをいっぱい踏み込みます。 

（５）スタータスイッチを右に回しエンジンを始動します。 

寒冷時は、スタータスイッチを左に回し予熱を行ってから始動します。 

予熱はグローランプが消灯するまで行います。（約４秒） 

（６）始動したらすぐにスタータスイッチから手をはなします。 

（７）アクセルレバーを「低速」位置にして１０分間以上暖機運転を行います。 

（８）オイルランプ，チャージランプが消えているか確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告 

［取扱いの注意］ 

・ 飛び出し事故防止のため、クラッチペダルをいっぱい踏み込まないとエンジン始動できません。 

・エンジンが始動しない場合、セルモータを１０秒以上連続で回さないでください。 

  一回で始動しないときは３０秒以上休んでから再始動してください。 

・再始動はエンジンが完全に止まってから行なってください。 

・エンジン回転中はスタータスイッチを「ＯＮ」位置にしておいてください。 

 また、キーを抜き取らないでください。 

・暖機運転は冬季にかぎらず必らず行ってください。 

・暖機運転中は排気音、排気色、異音、振動等を点検してください。 

・ オイルランプ，チャージランプが消灯しない場合は、ただちにエンジンを止め点検してください。 
 

  
 

切 

散布クラッチレバー 

中立 
始動 

変速レバー アクセルレバー 

 
 

 
 

低速 

アクセルレバー 

始動 
予熱 

スタータスイッチ オイルランプ チャージランプ 
 

クラッチペダル 



 

－２５－ 

４．エンジンの停止                                      
 

                 ・駐車、格納時は必らずキーを抜いてください。 

                  守らないと、子供がいたずらしたり、操作を知らない人が動かして 

                   傷害事故を引き起こすおそれがあります。 

 

（１）アクセルレバーを「低速」にして、５分間程度冷機運転します。 

（２）スタータスイッチを「ＯＦＦ」にするとエンジンが停止します。 

（３）キーを抜いてキャップをしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．発 進                                              
 

                 ・周囲の安全を確認してからエンジンを始動し、急発進しないように 

                  ゆっくり発進してください。 

           ・共同作業の場合は合図をしてから発進してください。 

            守らないと、傷害事故を引き起こすおそれがあります。 
 

（１）クラッチペダルを踏み込んで、エンジンを始動します。 

（２）変速レバーを希望の位置にいれます。 

（３）駐車ブレーキをはずします。 

（４）アクセルペダルを踏んでエンジンの回転を上げながら、クラッチペダルから静かに 

足を離していくと動きだします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告 

警告 

 キャップ 
アクセルレバー  

低速 ＯＦＦ 

  

低速 
始動 

 

クラッチペダル 変速レバー 

［取扱いの注意］ 

・発進後は、クラッチペダルから足を離してください。 

足を乗せたまま運転すると、クラッチの磨耗・焼き付きの原因になります。 

 



 

－２６－ 

６．停  止                                              
  

          ・機械から離れる時は必らず散布クラッチレバーを「切」、変速レバーを 
               「１速」あるいは「後退」にしたのち、エンジンを停止してください。 
              ・駐車する場合はできるだけ平らな場所を選んでください。 

              ・傾斜地で駐車する場合は、必らずエンジンを停止し、駐車ブレーキをかけ 

歯止めをしてください。 

                守らないと、暴走事故等を引き起こすおそれがあります。 

 

 （１）アクセルレバーまたはアクセルペダルをもどし、エンジンの回転を下げます。 

 （２）クラッチペダルを踏み込みます。 

（３）ブレーキべダルを踏むと、機体が停止します。 

 （４）変速レバーを「１速」または「後退」に入れます。 

 （５）駐車ブレーキをかけます。 

 （６）エンジンを止めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．変 速                                              
 

（１）クラッチペダルをいっぱい踏み込みます。 

 （２）変速レバーを希望の位置に入れます。 

 （３）クラッチペダルから静かに足を離し、クラッチをつなぎます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変速レバー 

警告 

 
クラッチペダル 

 
ブレーキペダル 

［取扱いの注意］ 

・上り坂の途中で半クラッチを使った一時停止（ブレーキペダルを踏まず、アクセルペダルを 

 踏み込んで車を保持すること）はしないでください。 

 クラッチ板を過熱・磨耗させ、寿命が著しく低下します。 
 

クラッチペダル 変速レバー 

駐車ブレーキ 
 

 
① 

Ｒ 

  
① 

Ｒ 

③ 

② 

［取扱いの注意］ 

・変速レバーが入りにくいときは、無理に押し込まず、クラッチペダルを踏みなおしてから 

行ってください。 

・堆肥散布・運搬作業は「１速」あるいは「２速」で行ってください。 
 



 

－２７－ 

８．旋 回                                           
 

                 ・３速での急旋回は危険です、絶対に避けてください。 

                 ・傾斜地での旋回はしないでください。 

            守らないと、転落や接触により傷害事故を引き起こすおそれがあります。 

 

   旋回し たい 側 の 操向 レ バー を 手前 に引 く と旋 回 しま す。  
右に 旋 回し た いと きは 、 右側 の 操向 レバ ー を引 き ます 。  

   操向 レ バー を 引 く力 に 応じ て 旋回 半径 が 変わ り ます 。  

   軽く 引 くと 大 回 りに な りま す 。  

強く 引 くと 急 旋回 しま す 。  

 
 

                      

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

９．坂道走行                                           
 

                 ・坂道では低速で走行してください。 

          特に下り坂では、エンジン回転を中速以下にし、エンジンブレーキを 

使って走行してください。 

         ・傾斜地での旋回や等高線にそった走行はしないでください。 

            傾斜地は斜面にそって登り降りしてください。 

            守らないと、傷害事故を引き起こすおそれがあります。 

 

  坂道発進 

（１）駐車ブレーキをかけます。 

（２）クラッチペダルをいっぱい踏み込み、変速レバーを「１速」に入れます。 

 （３）アクセルレバーでエンジンの回転を上げます。 

 （４）駐車ブレーキを外すと同時にクラッチペダルから足を離します。 

 

 

 

 

 

警告 

警告 

［ 取 扱 い の 注 意 ］  
・操向レバーを戻すときは、手をはなさず、握ったまますばやく戻すようにしてください。 

 

右旋回 

左旋回 

［ 取 扱 い の 注 意 ］  
・下り坂では、クラッチペダルを踏まずに、エンジンブレーキを使って走行してください。 

操向レバー 



 

－２８－ 

１０．ディスクビータのチルト操作（ディスクビータ仕様）                                          
 

                ・チルト操作はビータの回転を止めてから行ってください。 

                 守らないと、ビータに巻き込まれて、死亡事故を引き起こすおそれがあ 

          ります。 

                

 
               デ ィス ク ビー タ は散 布ビ ー タが チ ルト（傾 く ） 
               し て散 布 幅が 変 えら れま す 。上 向 きに チル ト  
               さ せる と 幅広 散 布、 薄ま き とな り 、下 向き に                          
                  チル トさ せ ると 狭 幅、 厚ま き とな り ます 。  

 

チルトは 5 段階に調節できます。 

チルトステーのハンドルを倒すとロックが外れます 

ので、ハンドルを倒しながら散布ビータフレームを 

手で下げまたは上げ方向に動かして適切な段でロッ 

クしてください。                            

                  

 

 

 

 

 

 

１１．散布制御部品について  （ディスクビータ仕様、横型ビータ仕様）             
 

                ・散布制御部品の調節はビータの回転を止めてから行ってください。 

                 守らないと、ビータに巻き込まれて、死亡事故を引き起こすおそれがあ 

          ります。 

 

 デ ィ スク ビ ータ 、横 型 ビー タ には 以下 の よう な 散布 制御 部 品が 付 属し てい ま  

 す 。 用途 に 合わ せて 使 用し て くだ さい 。  

 

 均 一 散布 ガ イド （デ ィ スク ビ ータ 仕様 ）  
                 
                 バ ー ク堆 肥 のよ うな サ ラサ ラ した 堆肥 を  
                 均 一 に散 布 する ため の 部品 で す。  
 

 

 

 

 

 

 

 

危険 

［取扱いの注意］ 
・ 長 わ ら 入 り 堆 肥 を 散 布 す る 場 合 は 取 り 外 し て  
 く だ さ い 。  

 

ディスクビータ左側 

ハンドル 

チルトステー 

上向き 

下向き 

チルト 

散布ビータフレーム 

散布ビータ 

 

ディスクビータ 

均一散布ガイド 

危険 



 

－２９－ 

 
 散 布 幅制 限 ガイ ド（ デ ィス ク ビー タ仕 様 ）  
                 

                  あ ぜ ぎわ や ハウ ス内 等 で、 散 布幅 を制 限  

                 し た いと き に使 用し ま す。  

                散布 幅 を調 節 する 時は 、 ノブ ボ ルト を反  

                時計 方 向に ゆ るめ てか ら 散布 幅 制限 ガイ  

                ドの 角 度を 変 え、 再び ノ ブボ ル トを 時計  

                方向 に 回し て 固定 して く ださ い 。  

                  散 布 ガイ ド は左 右別 々 に調 節 でき ます 。  

                  ガ イ ドが 必 要な いと き は、 い っぱ いに 開  
                 い て おき ま す。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 マ ニ アパ ン （横 型ビ ー タ仕 様 ）  

 も み がら 堆 肥の よう な サラ サ ラし た堆 肥 の運 搬 中や 散布 中 のこ ぼ れ落 ちを  
 防 止 する た めに 使用 し ます 。  

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［取扱いの注意］ 
・ 長 わ ら の 多 い 堆 肥 の 場 合 は ビ ー タ 部 に 堆 肥 が 詰 ま り や す く な り ま す の で 、  
 マ ニ ア パ ン を 開 放 し て く だ さ い 。  

［取扱いの注意］ 
・ 作 業 が お わ っ た ら 、 散 布 ガ イ ド を 閉 じ て お い  
 て く だ さ い 。  

 

ディスクビータ 

散布幅制限ガイド ノブボルト 
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運転中の注意事項                                                     
 

 

            ・ 運 転 中 は 荷 台 な ど に 人 を 乗 せ な い で く だ さ い 。  

・ 点 検 、 整 備 等 で 取 り 外 し た カ バ ー 類 は 必 ら ず 取 り 付 け て か ら 作 業 し  

て く だ さ い 。  

           ・ 農 道 走 行 は 、 他 の 交 通 に 充 分 注 意 し て 、 安 全 運 転 し て く だ さ い 。  

            守 ら な い と 、 傷 害 事 故 を 引 き 起 こ す お そ れ が あ り ま す 。  

 

           ・ 運 転 中 、 停 止 直 後 の エ ン ジ ン 、 マ フ ラ ー 、 ラ ジ エ ー タ は 高 温 で  

           す の で さ わ ら な い で く だ さ い 。  

            守 ら な い と 、 や け ど を す る お そ れ が あ り ま す 。            

           ・ 公 道 の 乗 車 走 行 は し な い で く だ さ い 。  

           ・ 過 積 載 を し な い で く だ さ い 。  

            守 ら な い と 、 機 械 の 破 損 に よ り 思 わ ぬ 事 故 を 引 き 起 こ す お そ れ が あ  

           り ま す 。  

 

           ・ 堆 肥 散 布 中 は 鳥 居 の オ ペ レ ー タ ガ ー ド を 立 て て く だ さ い 。  

            守 ら な い と 、 堆 肥 や 堆 肥 の 中 の 石 な ど が 飛 散 す る の で 、 傷 害 事 故 を  

           引 き 起 こ す お そ れ が あ り ま す 。  

 

 

                          オ ペ レー タ ガー ド の折 りた た み方  

                           ハ ウス 、 納屋 の 出入 りな ど オペ レ ータ ガー ド  

                           が 当た る 場合 は 折り たた む こと が でき ます 。  

                           ノ ブボ ル トを ゆ るめ 、後 方 へ折 り たた み、 任  

                           意 の位 置 でノ ブ ボル トを 締 め付 け て固 定し て  

                           く ださ い 。  

                      堆肥 散布 をす る 前に は 必ら ずオ ペ レー タ ガー  
                      ドを 立て 、し っ かり ノ ブボ ルト を 締め 付 けて  
                      くだ さい 。  
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

警告 

 

オペレータガード 

ノブボルト 

［取扱いの注意］ 
・  ク ロ ー ラ は ゴ ム 製 で す 。 鋭 角 な 切 り 株 、 石 等 の 上 の 走 行 は ク ロ ー ラ を 損 傷 す

る こ と が あ り ま す の で 、 で き る だ け 走 行 し な い で く だ さ い 。  
・  ク ロ ー ラ 、 ト ラ ッ ク ロ ー ラ の 間 に 大 き な 石 （ 直 径 ３ ０ ｍ ｍ 以 上 ） 等 が 入 っ た 時

は 、 で き る だ け 早 く 取 り 除 い て く だ さ い 。  
そ の ま ま 走 行 す る と 走 行 装 置 を 損 傷 す る 原 因 と な り ま す 。  

・ ト ラ ッ ク ロ ー ラ 等 の ロ ー ラ が 完 全 に 動 い て い る か 注 意 し て く だ さ い 。  
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■堆肥散布作業                                    

 

                ・回転中のビータには、絶対に近づかないでください。 

                 ・堆肥や、堆肥の中の石などが飛散するので、後方および左右１０～１５ｍ 

                   の範囲には人を立ち入らせないでください。 

          守らないと、死亡や傷害事故を引き起こすおそれがあります。 

                 

                 ・傾斜地や凹凸圃場では低速で作業してください。 

                 ・傾斜地での旋回や、等高線ぞいの作業はしないでください。 

            傾斜地では斜面方向で作業してください。  

            守らないと、傷害事故を引き起こすおそれがあります。 

                  

                  

 

１．堆肥の積み込み                                      
  

 能率よく散布するためには、堆肥を適正量積み込む必要があります。 

 積みすぎると堆肥が詰まったり、過負荷によりビータ回転速度が低下し、かえって非能率 

 になります。 
 

   

 

また、積み込み量は堆肥の性状によってかえてください。 

 たとえば、完熟した堆肥や、もみがら堆肥のようにかさの軽い堆肥は、ゲートの高さまで 

 積んでも散布できますが、生わらの多い不完熟堆肥や鶏糞・豚糞堆肥のような重い堆肥の 

 場合は、負荷が大きいので少なくしてください。  

 

 

２．散布量の調節                                        
 

 散布量は、フロアコンベア速度・車速により調節します。 

 フロアコンベア速度は１速～４速まであり、数字が大きくなるほど速くなります。 

フロアコンベア速度調整レバーは，散布クラッチレバーを「入」にして、ビータを回転さ 

せながら操作してください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディスクビータ仕様では散布幅も変えられますので、フロアコンベア速度と共に調節して 

ください。 

 散布量の調節は堆肥散布量図を参考にして実際の散布量を見て行ってください。 

警告 

危険 

適正積み込み量はゲートの高さ以下です。 

フロアコンベア速度調整レバー 

０ 

 
１ 

 
３ 

 ４ 

 

２ 
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［取扱いの注意］ 
・ 上 の 図 は 荷 台 に 最 大 積 載 質 量 の 堆 肥 を 平 均 に 積 み 、 エ ン ジ ン 「 高 速 」 、 車 速 「 １ 速 」  
と 車 速 「 ２ 速 」 で 行 っ た 場 合 の １ ０ ａ 当 た り の 散 布 量 で す 。 （ 計 算 値 ）  

・ ス ー パ ー ビ ー タ 仕 様 の 図 は 、 散 布 ビ ー タ を い っ ぱ い 「 上 げ 」 に し た 場 合 と 「 下 げ 」 に  
 し た 場 合 を 示 し ま す 。 散 布 幅 制 限 ガ イ ド は 全 開 の 状 態 で す 。  
・ 散 布 量 は 堆 肥 の 状 態 に よ り 異 な り ま す の で 、 実 際 の 散 布 を 見 て 調 節 し て く だ さ い 。  
・ フ ロ ア コ ン ベ ア 速 度 を む や み に 速 く す る と 、 過 負 荷 に な り ま す の で 、 適 当 な 速 度 で

散 布 し て く だ さ い 。  
・ 生 わ ら の 多 い 不 完 熟 堆 肥 や、鶏糞・豚糞堆肥のような重い堆肥の 場 合 は 、 負 荷 が 大 き い  
 の で フ ロ ア コ ン ベ ア 速 度 「 ３ 」 以 下 で 作 業 し て く だ さ い 。  

 

堆 肥 散 布 量 図 

平
均
散
布
量 

縦
型
吪
呎
吖 

１速 
フロアコンベア速度 

２速 ３速 ４速 

散布ビータ下げ 

散布ビータ上げ 

１０００ 

２０００ 

３０００ 

４０００ 

５０００ 

６０００ 

０ （ｋｇ/１０ａ） 

吞
叺
吐
吆
吪
呎
吖 
横
型
吪
呎
吖 

フロアコンベア速度 
４速 ３速 ２速 １速 

０ （ｋｇ/１０ａ） 
１０００ 

２０００ 

３０００ 

平
均
散
布
量 

フロアコンベア速度 
４速 ３速 ２速 １速 

０ （ｋｇ/１０ａ） 
１０００ 

２０００ 

４０００ 

３０００ 

５０００ 

６０００ 

７０００ 

８０００ 
平
均
散
布
量 

７０００ 

４０００ 
車速１速 
 

車速２速 

車速１速 
 

車速２速 

車速１速 
 

車速２速 
９０００ 
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３．散布方法                                            
 

（１）堆肥散布量図を参考にしてフロアコンベア速度を決めます。 

ディスクビータ仕様の場合は、散布ビータチルト角度、散布幅制限ガイドを調節し

ます。 

フロアコンベア速度調節レバーは、堆肥を積む前に、ビータを回転させながら操作

してください。 

 （２）堆肥を積み込みます。 

（３）変速レバーを「１速」または「２速」に入れます。 

（４）散布開始位置へ移動します。 

（５）散布クラッチレバーをゆっくり「入」にして、ビータとフロアコンベアを作動させ 

ます。 

（６）アクセルレバーを「高速」にします。 

（７）堆肥が出はじめたら、クラッチべダルから静かに足を離し発進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （８）堆肥が終わったら散布レバーをゆっくり「切」にします。 

 

 

   散布方法は、ほ場の中央より外側に向かって旋回しながら散布すると、散布した堆肥を 

   踏みつけることなく作業でき、道路等への堆肥の落ちこぼれが少なくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［取扱いの注意］ 

・堆肥運搬、散布作業は車速「１速」または「２速」で行い、エンジンが過負荷にな

らないように気をつけてください。 

・特に支障がない限り作業はアクセルレバー「高速」で行ってください。 

・特に、あぜぎわ散布の時は、周囲に人がいないか、隣のほ場に飛散しないか気をつ 

 けながら行ってください。 

・作業前に散布クラッチレバーを「入」にして、ビータの回転・フロアコンベアの動 

きに異常がないか点検してください。 

・散布が終了したら道路などに堆肥を落とさないように、機体に付着した堆肥を取り 

  除いてください。 

・作業中は各部が円滑に作動しているか確認してください。 

 

《散布例》 

ほ場 散布開始位置 

  
散布クラッチレバー アクセルレバー  変速レバー 

① 

高速 

② 

 入 




































